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 ニコルは当時 24 歳で、18 歳のローズマリーにとって、大人の魅力を持つ女性に思える。ニコル
は、ローズマリーの知る限り最も美しい女性の一人である（33）。しかもニコルはその内面に何かし
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 第 2部の後半からは、ディックにとって痛ましい喪失の過程が物語られる。 
 まず、ディックの父親が亡くなる。ディックは父の葬儀のため故郷に帰り、墓地で父親、そして
父親を含めた祖先たち皆に別れを告げる。「さようなら、お父さん―さようなら、僕の父親たちみん
な（good-by, all my fathers）」（205）。 
 その後、ローマでディックはローズマリーに再会する。リヴィエラで初めて二人が会った頃から












































































いる。「治療は終了した。ダイヴァー医師は自由になったのだ The case was finished. Doctor Diver 
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いる。「治療は終了した。ダイヴァー医師は自由になったのだ The case was finished. Doctor Diver 
was at liberty」（302）。 
 ディックがニコルの「医師かつ父親代理」さらには「医師かつ夫」という矛盾した役割を一身に
引き受けて自らを崩壊させることによってのみ、ニコルの自立という治療行為が可能になったと言
えるのかもしれない。 
 こうしてディックはそれまでに自分が担ってきた役割を全て失い、一人の人間に戻る。 
 ディックと別れたニコルは「ディックは最初の 6年間私にとって良い夫だったわ」（312）と姉に
語り、また、「私はディックを愛していたし、あの人のことは決して忘れない」（314）と新しい夫の
トミーにも言う。これらの言葉は、一人の人間としてのディックが愛すべき資質を持つ人物である
ことを示唆している。しかし、小説の結尾で語られる、ディックのその後の人生についての消息は、
各地を転々とする放浪的なものであり、読者は深い哀切を覚える。様々な役割から解放されること
は、自由でもあるが、根無し草の哀愁も持つ注 5。 
 我々が生活者として味わう苦労の多くは、様々な役割を担うことから由来する。ディックは医師
かつ夫という矛盾した役割を身をもって引き受け、その葛藤の中で自らを崩壊させて、結果的に全
ての役割を失うに至った。しかし、その崩壊の過程は、役割を担って生きることの光と影を描き出
しており、読者に深い感銘を与えるのである。 
 
【注】 
1. 第 2部で描かれているように、ニコルは言語の才能に恵まれ、英語以外に仏独伊語なども話し
（142）、音楽にも強い関心がある（142,152）。ニコルの狂気には、彼女の秘めた才能や力も関
係しているのかもしれない。なお、狂気と生命力（vitality）との関係については、フィッツジ
ェラルドの妻ゼルダ（『夜はやさし』のニコルと同じく統合失調症だった）の生涯を素描した村
上春樹「ゼルダ・フィッツジェラルドの短い伝記」を参照（148, 188）。 
フィッツジェラルド『夜はやさし』での役割論
